























































































だ「中小企業 (Petite et Moyenne Enterprise : PME)」という用語が第２次






















































































































領域での発展 (1980年代中期90年代初期) が､ジュリアン､カンド (Candaou,















































































































関係として捉え､ 地域活性化要因と見る ｢パートナーシップ論｣ (partenaires
de la relation）の興隆など下請再評価の動き背景として登場したベナン

















































C.)、ドナダ (Donada, C.)、ルクレール (Lecler, Y.)、ド・バンビーユ／シ










































































































































































































































































































































































宗 像 正 幸114
究の現状把握（４章）に際し、中小企業関係の学位論文産出状況が考察され
ているが、著者はこうした基本構想に従い、中小企業関係論文の分野別タイ
トル別一覧などの提示とその傾向分析のみに留め、論文内容の詮索にまでは
立ち入っていない。したがって評者の思いは、著者の抑制の効いた一貫した
姿勢からして、文字通り望蜀の観に過ぎないといえるだろう。本書がわが国
中小企業研究の空白をうずめ、今後の新展開への多くの示唆を内包する貴重
な文献として高く評価され、利用されることを確信するものである。
（筆者は大阪成蹊大学学長・教授、神戸大学名誉教授、
経営学博士 (神戸大学)）
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